
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存につき講ずべき措置」の

検討について 

 

１．背景 

○平成 26 年６月に施行された絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関

する法律の一部を改正する法律（平成 25 年法律第 37 号）附則及び絶滅の

おそれのある野生動植物の種の保存に関する法律の一部を改正する法律案

に対する附帯決議（衆議院及び参議院）に基づき、規定について検討が必

要。 

 

○環境省が作成しているレッドリストでは、3,596 種を絶滅危惧種として選定

しており、我が国の野生生物は依然として厳しい状況に置かれている。 

 

○近年の国際希少野生動植物種の個体等の流通の状況を踏まえ、登録制度等

のあり方について検討が必要。 

 

○種の保存等に関する動植物園等の公的機能の推進方策のあり方について、

検討が必要。 

 
２．検討の進め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律あり方検討会」は、野生

生物小委員会の一部の委員等及び関係する分野の専門家等により構成。 

H28.2.10 野生生物小委員会 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律あ

り方検討会※」において検討を行うことを了承 

H28.5～10「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律あり方検討会」 

 
 
 

H28.8～ 野生生物小委員会に諮問・中間報告 

 パブリックコメント 

 規定について検討 
 検討会報告とりまとめ 
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絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存につき講ずべき措置 

今後の検討の進め方 

 

平成 28 年 

 ２月 10 日（水） 中央環境審議会自然環境部会野生生物小委員会 

 ・あり方検討会において検討を行うことを了承 

 

 

６月 16 日（木） 第１回あり方検討会 

 ・我が国の絶滅危惧種の保存に関する現状と課題 

 

 

 ６月 28 日（火） 第２回あり方検討会 

 ・国際的な希少種の流通等に関する現状と課題 

 

 

 ８月３日（水） 第３回あり方検討会 

 ・動植物園等の公的機能推進方策 

 ・講ずべき措置の検討 

 

 

 ８月 16 日（火） 中央環境審議会自然環境部会野生生物小委員会 

 ・諮問 

 ・中間報告 

 

 

 ９月 15 日（木） 第４回あり方検討会 

 ・講ずべき措置の検討 

 

 

 10 月 13 日（木） 第５回あり方検討会 

 ・講ずべき措置の検討 

 

 

 11 月以降    中央環境審議会自然環境部会野生生物小委員会 

 ・答申（案） 

 

        パブリックコメントの実施 

 

平成 29 年 

 １月以降    中央環境審議会自然環境部会野生生物小委員会 

 ・答申 


